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＜連絡事項＞

· 本日、OT学生見学あり。

· 13：30～　西病棟にて、井畑　光湖様の退院療養検討あり。（出席予定：下舘）

· 14：00～　年末年始行事の話し合いあり。（出席予定：下舘、中野渡）

＜外来情報＞

· 平　康子　様～来週採血施行予定。血糖値について「上がっている気がする。心当たりがある。」　　

と話される。

· 中居　松男様～5：30に起床し、自炊したとのこと。体重が70kgであり、体重を減らす事・野菜

を多く摂る事を指導している。

· 奥山以依子様～忘年会のスピーチを頼まれたとのこと。「なんていったらいいのかな。」と話される。

· 中居美津子様～アパートも引っ越した事や、灯油代など出費がかさんでいると話される。

· 柳町　信之様～「心臓が痛い気がする。」「息苦しい気がする。」と話されるが整脈64。主治医より、

時々深呼吸することや体を動かしたほうがよいと助言受けている。

· 前野　義勝様～赤田外科より肺機能低下の薬が４日分処方されたことを報告される。
＜利用者様情報＞

· 溝越　キク様～本人より水曜日以外、毎日通所したいとの希望聞かれていたが、外来Nsと検討し

たところ、本人の服薬に対する意識が薄いことや血圧管理・生活状況確認を考慮すると、デイケア２回/週、訪問看護３回/週がよいのではとの提案あり。本人へ上記の件を話したところ、「家の用事はすぐに終わるし、お金を使ってしまうからデイに来たい。」と考えは変わらない。訪問看護終了後に通所利用することに関しては納得しているため、今後関係部署と調整することとなる。

· 秋山　和子様～母様より「病院の職員に何でも相談すると入院になるから、あまり言わないよう

に。」と言われたとのこと。通所職員は、本人の今の生活が維持できるよう支援するのであって、入院へ繋げるわけではないことを説明すると納得されている。また、自宅にて母様が亡くなった後の生活について話している様子。本人は青風荘入所を希望しているが、母様はお金がかかるとの理由で反対しているという。必要であれば、青風荘の見学もできることを説明している。

· 大久保康弘様～顔面紅潮あるが、KT36.3℃。「鼻水が出る。」との訴え聞かれる。

· 本田　英之様～欠席予定であったが、10時半前に来所。通所後は他メンバーとの交流は若干みら

れており、職員と話す際にも冗談を交えたり、笑顔みられている。

· 江刺家陽輝様～昨日の欠席理由について「頭の中がごちゃごちゃしたから。」と話される。

· 関口　禅　様～来所途中で便意をもよおし、体育館のトイレへ行ったという。「薬が変わったから

かな。」と話す為、変薬直後であることからしばらく様子をみるよう助言している。

· 我満奈津紀様～一昨日、４日ぶりに彼氏が自宅へきたとのこと。「彼氏はご飯のあとすぐに寝たけ　

ど、自分は緊張して0時くらいまで眠れなかった。」と話される。

· 関　秀治　様～昨日、境皮膚科受診したとのこと。内服薬継続処方されている。また、患部につい

て「体重がかかると痛い。」と話す為、無理な運動は控えるよう話すが、エアロビは通常どおり行っている。

· 鈴木　茂子様～「防寒靴を買いにいくから、休みます。」と連絡あり。買い物終了後の通所を促す

が、「お金もないし、行かない。」という。また、本人より食事が1400kcalの制限になったと話がある。（現在、詳細について栄養士へ確認中。）

· 伊藤　雄一様～ミーティング終了直後、生活指導室にて、いびきをかきながら臥床されている。

声がけすると、いびきには気づいていなかった様子で「かいてましたか？」と話される。睡眠状態を尋ねるが、眠れているといい「ちょっと疲れて･･･。」と話される。

＜事例検討＞

村上　元道様（37）統合失調症　利用年数：１年８ヶ月

～就労訓練を開始したことでの、治療計画の見直しについて～

●現在の治療計画

①定期的に面談を実施し、信頼関係を築いていく。

②プログラムを通じて適度に休みながらペース配分を行うことができるように促す。

③対人関係のスキル向上のために、SSTなどのプログラムなどを活用していく。

●デイケアでの様子

・就労訓練について、「苦ではない。やっていける。」「自分のペースで出来る。」と話される。

・訓練は基礎体力をつける為に行っているという認識。

・将来的には工場等で作業したいと考えている様子。

・訓練開始後より、休憩中に臥床することが減っている。

・プログラム中に机に伏していることが減っている。　　

・プログラムの後半になると、だらけた様子がみられる。

⇒本人への指導の際には、同一職員のみでの声がけではなく、様々な職員から声がけを行っていく。

⇒面談実施時には、担当職員のみではなく、他職員も同席してみる。

●青山荘での様子・対応

・訓練開始後より、青山荘での当番などをしっかり行うようになった（本人談）

・開始時は、訓練をしっかり行っていたが、慣れてからは若干手を抜いている様子みられる。

・現在、本人の意欲維持の為、短期間での評価を行っている。

⇒今後は評価期間を伸ばし、訓練同行回数も減らして様子を見る。

・青山荘職員のみではなく、他職員からの評価も行う。

・職場実習についても、今後導入予定。

●今後の対応

・プログラムを通し、現実見当能力を高めていく。

＜クリスマス会について＞

実施日：12/21（金）開催予定

当日の流れ　　　10：00～10：15 　 開会式

10：20～12：00  　ゲーム、映画鑑賞

12：00～13：00  　食事

13：00～13：00  　休憩

13：30～14：30  　余興

14：30～14：40  　休憩

14：40～15：00  　ケーキ会食

15：00～15：10  　プレゼント交換

15：10～15：30    合唱・閉会式

ケーキ会食の前にプレゼント交換の時間を設けたほうがよいのでは？





「体力がついてきたのかな。」と本人は振り返っている。








